
当センターとの連携施設のご紹介です

獨協医科大学病院リウマチセンターだより 第50号 2025.3.17

当院は、関節リウマチを中心に診療を行ってお

ります。

関節リウマチは、関節を主病変とし、関節滑

膜に炎症を起こします。多くの場合、治療は、

長期の経過となります。長期にわたって安定す

ることも、あるいは何度も関節炎が再発するこ

ともあります。お薬がなかなか効きにくい場合

もあります。

関節リウマチの患者さんの滑膜は、慢性炎症

の状態にありますが、いつも同じ状態にあるわ

けではないと思います。治療の経過中には、何

らかのきっかけによって、今ある滑膜の炎症が

強くなってしまうことも、あるいは、滑膜炎の

しくみが一部変化して、別のパターンで滑膜の

炎症を起こすようになるということもあるので

はないでしょうか。生物学的抗リウマチ薬で治

療中に、その効果が減弱することがあります。

私は、そのような患者さんでは、経過中に滑膜

炎のしくみが一部で変化し、前とは違ったパ

ターンで滑膜に炎症を起こすようになっている

のではないかと思います。

そのため、これまで有効であった生物学的抗リウ

マチ薬が効かなくなったと私は推測しています。

生物学的抗リウマチ薬からJAK阻害薬の内服に変更

することによって、患者さんの関節炎が軽快する

ことがあります。JAK阻害薬が、変化した滑膜炎の

しくみの鍵穴にうまく作用することができたので、

その炎症を抑えることができたのだと思います。

関節リウマチの滑膜炎の私の私見を述べました。

関節リウマチの滑膜炎のしくみは、ずいぶんと明

らかにされてきましたが、まだわかっていないこ

とも多いと思います。今後、さらにその病態の解

明が進んでいくのだろうと思っております。
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